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主イエスは、燃え盛る火の中を来られ、神を知らない者や、私たちの主イエスの福音に

聞き従わない者に、罰をお与えになります。彼らは、主の御顔から、またその御力の栄光

から退けられ、永遠の滅びという裁きを受けるのです。その日、主が来られるとき、主は

ご自分の聖なる者たちの間で崇められ、信じた者すべての間でほめたたえられます。それ

は、あなたがたが私たちの証しを信じたからです。このことを思って、いつもあなたがた

のために祈っています。どうか、私たちの神が、あなたがたを招きにふさわしい者として

くださり、その御力によって、善を望むあらゆる思いと信仰の行いを成就させてください

ますように。それは、私たちの神と主イエス・キリストの恵みによって、私たちの主イエ

スの名があなたがたの間で崇められ、あなたがたも主にあって栄光を受けるようになるた

めです。（Ⅱテサロニケ 1:8 ～ 12） 

 

著者は、「あなたがたを苦しめている者には苦しみをもって報い、苦しめられているあ

なたがたには、私たちと共に安らぎをもって報いてくださるのが、神には正しいことなの

です。それは、主イエスが力ある天使たちと共に天から現れるときに実現します」と、キ

リストが再臨された時、正しい裁きが実現すると語った。その裁きの日には、「主イエス

は、燃え盛る火の中を来られ、神を知らない者や、私たちの主イエスの福音に聞き従わな

い者に、罰をお与えになります。彼らは、主の御顔から またその栄光から退けられ、永

遠の滅びという裁きを受けるのです」と言う。キリストの再臨の姿は、ダニエル書 7章 13

節の「私は夜の幻を見ていた。見よ、人の子のような者が / 天の雲に乗って来て / 日の老

いたる者のところに着き / その前に導かれた」という言葉に原型を持っている。主イエス

は、この預言を踏まえ、マルコ13章 26節で、「その時、人の子が大いなる力と栄光を帯び

て雲に乗って来るのを、人々は見る」と語っておられる。パウロも、「合図の号令と、大

天使の声と、神のラッパが鳴り響くと、主ご自身が天から降って来られます（Ⅰテサロニ

ケ 4:16 ）」 と書いている。終末時には、人の子（キリスト）が栄光に満ち、雲に乗って天

から降って来ると、捉えられている。これらはもちろん、黙示文学的表現である。 

著者は、主イエスが燃え盛る火の中を来られた時には、人々を、神からの罰を受ける者

と神を賛美する者に二分すると言う。神を知らず、福音に聞き従わない者たちは、御力の

栄光から退け、永遠の滅びという裁きを受ける。著者たちの証しを信じた者たち、キリス

トの福音を信じ、従った聖なる者たちは、「主はご自分の聖なる者たちの間で崇められ、

信じた者すべての間でほめたたえられます」と、神を称える。主イエスを信じない者たち

は永遠の滅びの裁きを受け、信じた者たちは主を崇め、賛美する。この裁きの日を思い、

あなたがたのために、「どうか、私たちの神が、あなたがたを招きにふさわしい者として

くださり、その御力によって、善を望むあらゆる思いと信仰の行いを成就させてください

ますように」と、いつも祈っている。「それは、神と主イエス・キリストの恵みによって、

私たちの主イエスの名があなたがたの間で崇められ、あなたがたも主にあって栄光を受け

るようになるためで」あると言う。信仰の善い行いを成就されるのは「その御力によって」

であり、栄光を受けるようになるのは「神と主イエス・キリストの恵みによって」である。

神の御力と恵みが全てを主導する。神に招かれた者は善き業に励み、主イエスを崇める者

とさせられ、そのことによって、神の栄光を受け、それを現すのである。 


